
2023年度卒業時調査
報告書



2023年度 卒業時調査 実施概要

• 調査趣旨：大学生活を通じた学修状況、生活実態、満足度、成長実感、進路等について確認し、

学修成果を把握するとともに、学生支援・大学運営等の改善を図る。

• 実施対象：2023年度卒業生

• 実施方法：Web（Moodle）

• 実施期間：2024年3月5日～3月20日

• 回答数：980件（回答率59.0%、前年度59.6%)



1. 学修について

（１）今年度、授業に関する予習・復習の1日あたりの平均的な学修時間（期末試験期間除く）を１つ選択してください。

（２）今年度、授業以外の学修(資格取得等)に関する１日あたりの平均的な学修時間を１つ選択してください。

（３）大学生活を通じて、授業以外の学修によって修得した学修成果を選択してください。

（４）自学自習場所として最も多いところを１つ選択してください。

（５）図書館の１週間あたりの平均的な利用時間（授業時間除く）を１つ選択してください。

（６）教室（自習利用）の１週間あたりの平均的な利用時間（授業時間除く）を１つ選択してください。

（７）言語教育センターの１週間あたりの平均的な利用時間（授業時間除く）を１つ選択してください。

（８）パソコン教室（１号館）の１週間あたりの平均的な利用時間（授業時間除く）を１つ選択してください。
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授業に関する予習・復習

15%

54%

25%
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0時間
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４～６時間

６時間以上

授業以外の学修

◼ 授業に関する予習・復習（期末試験期間除く）

◼ 1時間が最も多く、54%

◼ 0時間は、15%

※ 授業時間外の卒業論文や卒業研究に関する時間を含む

今年度、1日あたりの平均的な学修時間
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26%
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22%
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4%
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４～６時間
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◼ 授業以外の学修(資格取得等)に関する学修

◼ 1時間が最も多く、42%

◼ 0時間も、26％存在



英語の語学資格

21%

79%

学修成果あり

学習成果なし

英語以外の語学資格

◼ 英語の語学資格において、学修成果があった回答者は、21％

大学生活を通じて、授業以外の学修によって修得した学修成果
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8%

92%

学修成果あり

学修成果なし

◼ 英語以外の語学資格において、学修成果があった回答者は、
8%



法律・ビジネス・会計系資格

16%

84%

学修成果あり

学修成果なし

◼ 法律・ビジネス・会計系資格において、学修成果があった回答者
は、16%

大学生活を通じて、授業以外の学修によって修得した学修成果
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IT、パソコン系資格

6%

94%

学修成果あり

学修成果なし

◼ IT､パソコン系資格において、学修成果があった回答者は、6%



学修成果

53%

47% 学修成果は特に何もない

何かしら学修成果はあった

◼ 授業以外の学修成果について、特に何も無かった回答者は、53％

【特に何も無い】大学生活を通じて、授業以外の学修によって修得した学修成果
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自学自習場所

536

6 10 2 6

394

1
31

3 7

0

100

200

300

400

500

600

◼ 図書館が最も多く（54.6％）、次いで自宅が多い（40.2％）

自学自習場所として最も多いところ
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図書館
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◼ 図書館

◼ 1～10時間が最も多く、70％

１週間あたりの平均的な利用時間（授業時間除く）

p.7

66%

31%

2% 0% 0% 1%

0時間

1～10時間

11～20時間

21～30時間

31～40時間

41時間以上

教室

◼ 教室

◼ 0時間が最も多く、66％



言語教育センター
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◼ 言語教育センター

◼ 0時間が最も多く、88％

１週間あたりの平均的な利用時間（授業時間除く）
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パソコン教室（1号館）

78%
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21～30時間
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◼ パソコン教室（1号館）

◼ 0時間が最も多く、78％



2. 学生生活について

（１）あなたは学生生活が充実していたと感じていますか。

（２）あなたは課外活動団体に加入していましたか。

（３）あなたは今年度、一週間あたり何時間、課外活動団体で活動をしていましたか。

（４）あなたは今年度、一週間あたり何時間、アルバイトをしていますか。

（５）あなたは海外でのホームステイや留学の経験がありますか。

（６）あなたはボランティア活動の経験がありますか。

（７）あなたは大学在学時に受賞や表彰等をされたことがありますか。
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学生生活充実度

37%

45%

14%

4%

充実していた

どちらかといえば充実していた

どちらかといえば充実していな

かった

充実していなかった

課外活動団体加入状況

◼ 学生生活充実度

◼ 「充実していた」および「どちらかといえば充実していた」という回答
者は、82.5%

学生生活について
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49%

1%

4%

4%

42%

西南学院大学学内団体

他大学との合同団体

ダブルスクール、習い事

その他学外団体（アルバイ

ト除く）

特になし

◼ 課外活動団体（最も多く参加しているものを1つ）

◼ 学内団体に加入している回答者は、約49%

◼ 加入していない回答者は、約42％



課外活動団体
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◼ 課外活動団体での、2023年度一週間あたりの活動時間

◼ 課外活動団体で活動していない回答者は、53%（加入していな
い回答者の回答含む）

◼ 活動している回答者の活動時間としては、1～10時間の割合が
最も高い

2023年度、一週間あたりの活動時間
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アルバイト
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◼ アルバイトでの、2023年度一週間あたりの活動時間

◼ 回答者の90％がアルバイトを行っており、週11~20時間勤務の
割合が最も高い（42％）

◼ 「31～40時間」と「41時間以上」は併せて10％程度存在



769, 77%

127, 13%

28, 3%

22, 2% 39, 4% 13, 1%

経験がない

１カ月未満の経験がある

１カ月～３カ月未満の経

験がある

３カ月～６カ月未満の経

験がある

６カ月～１年未満の経験

がある

１年以上の経験がある

行先

◼ 海外でのホームステイや留学の経験がない回答者は、77%

◼ 行き先の特徴として、英語圏の国が多い

◼ 人数としては、オーストラリアが最も多く、次いでアメリカ、カナダが多い

海外でのホームステイや留学の経験（ある場合は、最も長い期間）
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順位 行き先 人数 順位 行き先 人数
1 オーストラリア 62 14 オランダ 2

2 アメリカ 36 14 台湾 2

3 カナダ 25 14 フィンランド 2

4 イギリス 18 14 ポーランド 2

5 大韓民国 17 14 オーストリア 2

6 ニュージーランド 13 20 イタリア 1

7 フランス 10 20 インド 1

8 フィリピン 5 20 ノルウェー 1

9 マレーシア 4 20 ベルギー 1

10 タイ 3 20 ルーマニア 1

10 チェコ 3 20 スリランカ 1

10 デンマーク 3 20 チリ 1

10 ドイツ 3 20 マルタ 1

14 インドネシア 2 20 ルワンダ 1



ボランティア活動経験

60%16%

17%

7%

経験がない

１回経験がある

２～５回経験がある

６回以上経験がある

受賞や表彰等

◼ ボランティア活動の経験がない回答者は、60%

◼ 複数回（2～5回／6回以上）経験のある回答者は、24%

ボランティア活動経験 大学在学時の受賞や表彰等
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8%

92%

ある

ない

◼ 大学在学時に受賞や表彰をされたことがある回答者は、8%



大学在学時の受賞や表彰等（具体的内容）

学科 受賞・表彰名 学科 受賞・表彰名 学科 受賞・表彰名 学科 受賞・表彰名

神 成績優秀者奨学金 外 林芙美子賞 経済
大学生対抗IRプレゼンコンテスト 第7回→特別
審査員賞 第8回→準優勝

児教
オンラインSDGｓ海外ボランティア研修の「SDGｓ
小論文コンテスト」優秀賞

外
.jpと呼ばれる学外組織のインターンにて、プレゼ
ンの賞をいただきました。

経営 ゼミのコンペ 経済 地区対抗全国大会準優勝 児教 九州大学サッカーリーグ優秀選手賞

外 「西南学院大学成績優秀者奨学金」奨学生 経営 授業料免除 経済 日本学生野球協会 表彰選手 児教 保育士養成協議会会長表彰

外 INC参加 経済 PayPayドームアルバイト年間優秀スタッフ 国経 ソフトバンクの最優秀スタッフ賞 社福 2022年・23年 BMX全日本選手権大会準優勝

外 ドージャー杯映画暗唱大会 経済 九州大学サッカーリーグ2部新人王 国経 九州インカレ 社福 社会福祉士課程成績優秀者

外 れいわdeねんが特別賞、総選挙1位、2位 経済 商学コース懸賞論文優秀賞 国経 九州大会3位 心理 九州学生弓道選手権大会

外 英語ディベート大会での個人入賞 経済 商学部懸賞論文 国経 西南学院大学成績優秀者奨学金 心理 部活動でOG.OB会長賞を受賞した

外 初心者のための九州フランス語コンクール3位 経済 商学部商学科研修奨励論文3位 国経
第8回IRプレゼンコンテンスト準優勝、第9回IRプ
レゼンコンテンスト審査員特別賞

国文
フランス語暗唱･スピーチコンテストの暗唱部門で
1位を獲得した。

外 西南学院大学成績優秀者 経済 成績優秀者 国経 福岡県学生バドミントン選手権優勝 国文 ヨット部活動での九州大会3位入賞

外 創作活動 経済
成績優秀者、ラクロス九州リーグ準優勝、ベス
トAT

法
全国地区対抗大学ラグビーフットボール大会
準優勝

国文 国際文化学部 卒業論文優秀賞

外
第1回学生対抗九州観光ビジネスプランコンテ
スト最優秀賞

経済 西南学院大学商学部懸賞論文 法 日本習字展 国文 成績優秀者奨学金が2度

外 中国語暗唱大会、宮原ゼミビジネスコンテスト 経済
西南学院大学成績優秀者、商学分野研究
奨励論文賞最優秀賞

国法
VisMootの日本大会にて、日本語の部優勝と
英語の部準優勝

国文 卒業論文優秀賞

外
日本・カナダ学生フォーラム最優秀グループ賞、
第14回日仏会館フランス語コンクール決勝大
会日本ロレアル賞

経済 全国大会ベスト4 国法 国際私法合同ゼミ

外 留学先大学での外国人留学生スピーチ大会 経済 大学祭アトラク1位 国法
得点王、優秀賞（部活動・九州大会）全日
本インカレベスト16
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3. 大学に対する満足度
（１）あなたは高校生に西南学院大学への進学を勧めますか。

（２）あなたは西南学院大学での学生生活に満足していますか。

（３）あなたは西南学院大学での友人との人間関係について満足していますか。

（４）あなたは所属する学部・学科のカリキュラムついて満足していますか。

（５）あなたは所属する学部・学科の授業内容について満足していますか。

（６）あなたは所属する学部・学科の教員（授業の進め方、授業外の学生対応、コミュニケーションの取り方など）について

満足していますか。

（７）あなたは西南学院大学国際センターの留学・国際交流支援について満足していますか。

（８）あなたは西南学院大学図書館の蔵書体系、閲覧学修環境、レファレンス機能について満足していますか。

（９）あなたは西南学院大学言語教育センターの学修支援（語学教育・語学力向上支援）について満足していますか。

（10）あなたは西南学院大学キャリアセンターの就職・進路支援について満足していますか。

（11）あなたは西南学院大学ラーニングサポートセンターの学修支援について満足していますか。

（12）あなたは西南学院大学事務局（上記設問(7)～(11)を除く）の学生サービス・窓口対応について満足していますか。

（13）あなたは西南学院大学の施設面を含めたキャンパス環境について満足していますか。

(14) 教育に関して、西南学院大学のさらなる発展のために、改善改革すべきと感じることや新たに必要だと思うことがあれば、

記入してください。

（15）教育以外に関して、西南学院大学のさらなる発展のために、改善改革すべきと感じることや新たに必要だと思うことがあれば、

記入して下さい。 p.15



高校生への進学の勧め度

45%

49%

5%

1%

勧めたい

どちらかといえば勧めたい

どちらかといえば勧めたくない

勧めたくない

大学に対する満足度
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学生生活満足度

41%

47%

10%

2%

満足している

どちらかといえば満足している

どちらかといえば不満である

不満である

◼ 高校生への西南学院大学への進学勧め度合い

◼ 「勧めたい」及び「どちらかといえば勧めたい」という回答者は
94%

◼ 学生生活

◼ 「満足している」及び「どちらかといえば満足している」という回答者
は、88%



友人との人間関係

50%

39%

9%

2%

満足している

どちらかといえば満足している

どちらかといえば不満である

不満である

◼ 友人との人間関係

◼ 「満足している」及び「どちらかといえば満足している」という回答者
は、約90%

大学に対する満足度
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所属する学部・学科のカリキュラム

39%

52%
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1%

満足している

どちらかといえば満足している

どちらかといえば不満である

不満である

◼ 所属する学部・学科のカリキュラム

◼ 「満足している」及び「どちらかといえば満足している」という回答者
は、91%



所属する学部・学科の授業内容
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満足している

どちらかといえば満足している

どちらかといえば不満である

不満である

所属する学部・学科の教員

◼ 所属する学部・学科の授業内容

◼ 「満足している」及び「どちらかといえば満足している」という回答者
は、91%

大学に対する満足度
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満足している

どちらかといえば満足している

どちらかといえば不満である

不満である

◼ 所属する学部・学科の教員（授業の進め方、授業外の学生対
応、コミュニケーションの取り方など）

◼ 「満足している」及び「どちらかといえば満足している」という回答者
は、90%



国際センター

19%

16%

2%

1%

62%

満足している

どちらかといえば満足している

どちらかといえば不満である

不満である

利用したことがない、または、

わからない

図書館

◼ 国際センターの留学・国際交流支援

◼ 利用したことがある回答者の94%は、「満足している」または「どち
らかといえば満足している」

◼ 回答者の62%が、「利用したことがない」または「わからない」

大学に対する満足度
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36%
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1%

23%
満足している

どちらかといえば満足している

どちらかといえば不満である

不満である

利用したことがない、または、

わからない

◼ 図書館の蔵書体系、閲覧学修環境、レファレンス機能

◼ 利用したことがある回答者の95%は、「満足している」及び「どち
らかといえば満足している」



言語教育センター

19%

23%
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57%

満足している

どちらかといえば満足している

どちらかといえば不満である

不満である

利用したことがない、または、

わからない

キャリアセンター

◼ 言語教育センターの学修支援（語学教育・語学力向上支援）

◼ 利用したことがある回答者の97%は、「満足している」または「どち
らかといえば満足している」

◼ 回答者の57%が、「利用したことがない」または「わからない」

大学に対する満足度
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◼ キャリアセンターの就職・進路支援

◼ 利用したことがある回答者の91%は、「満足している」または「どち
らかといえば満足している」

◼ 不満を感じた回答者も存在

28%

32%
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34%

満足している

どちらかといえば満足している

どちらかといえば不満である

不満である

利用したことがない、または、

わからない



ラーニングサポートセンター

13%

17%
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0%69%

満足している

どちらかといえば満足している

どちらかといえば不満である

不満である

利用したことがない、または、

わからない

事務局

◼ ラーニングサポートセンターの学修支援

◼ 利用したことがある回答者の97%は、「満足している」または「どち
らかといえば満足している」

◼ 回答者の69%が、 「利用したことがない」または「わからない」

※ ラーニングサポートセンターは2023年度（回答者が4年次の年度）から始動

大学に対する満足度

p.21

◼ 事務局（前述の各センター等除く）の学生サービス・窓口対応

◼ 利用したことがある回答数の91%は、「満足している」または「ど
ちらかといえば満足している」

32%

37%

5%

1%

25%

満足している

どちらかといえば満足している

どちらかといえば不満である

不満である

利用したことがない、または、

わからない



キャンパス環境

40%

50%

8%

2%

満足している

どちらかといえば満足している

どちらかといえば不満である

不満である

◼ 施設面を含めたキャンパス環境

◼ 「満足している」及び「どちらかといえば満足している」という回答者は、90%

大学に対する満足度

• 学生生活について

p.22



4. 成長実感について

（１）あなたは大学生活を通じて、自身が成長したと思いますか。

（２）あなたは大学生活を通じて、【幅広い教養と専門的知識・技能を身に付ける】ことができたと思いますか。

（３）あなたは大学生活を通じて、【学びと研究の質を高めることができる思考力・判断力・表現力等を幅広く身に付ける】

ことができたと思いますか。

（４）あなたは大学生活を通じて、【地域社会及び国内外の諸課題の解決に主体的・創造的に参画・貢献することが

できる】ようになったと思いますか。

（５）あなたは大学生活を通じて、【自己の成長と社会の発展のために、自律的に学び続ける態度を身に付ける】ことが

できたと思いますか。

（６）大学生活を通じて（入学時から卒業時に至るまで）の成長や成果として、あてはまるものを一つ選択してください。

p.23



自身の成長度

56%

38%

5%

1%

成長したと思う

どちらかといえば成長したと思う

どちらかといえば成長していないと

思う

成長していないと思う

◼ 大学生活を通じた、自身の成長度

◼ 「成長したと思う」及び「どちらかといえば成長したと思う」という回答者は、94%

成長実感

p.24



幅広い教養と専門的知識・技能

41%

49%

8%

2%

身に付いたと思う

どちらかといえば身に付いたと思う

どちらかといえば身に付いていない

と思う

身に付いていないと思う

思考力・判断力・表現力

◼ 学びと研究の質を高めることができる思考力・判断力・表現力

◼ 「身に付いたと思う」及び「どちらかといえば身に付いたと思う」という
回答者は、90%

成長実感

(参考:2023年度以降適用)全学DP-B 学びと研究の質を高めることができる思考力・判断力・表
現力等を幅広く身に付けている。

p.25

◼ 幅広い教養と専門的知識・技能

◼ 「身に付いたと思う」及び「どちらかといえば身に付いたと思う」という
回答者は、89%

41%

48%

9%

2%

身に付いたと思う

どちらかといえば身に付いたと思う

どちらかといえば身に付いていない

と思う

身に付いていないと思う

(参考:2023年度以降適用)全学DP-A 幅広い教養と専門的知識・技能を身に付けている。



主体的・創造的に参画・貢献する力

43%

46%

8%

3%

そう思う

どちらといえばそう思う

どちらといえばそう思わない

そう思わない

◼ 自己の成長と社会の発展のために、自律的に学び続ける態度

◼ 「思う」及び「どちらかといえば思う」と回答者は、89％

成長実感

(参考:2023年度以降適用)全学DP-D 自己の成長と社会の発展のために、自律的に学び
続ける態度を身に付けている。

p.26

自律的に学び続ける態度

30%

47%

18%

5%

そう思う

どちらといえばそう思う

どちらといえばそう思わない

そう思わない

◼ 地域社会及び国内外の諸課題の解決に主体的・創造的に参
画・貢献する力

◼ 「思う」及び「どちらかといえば思う」という回答者は、77％

(参考:2023年度以降適用)全学DP-C 地域社会及び国内外の諸問題の解決に主体
的・創造的に参画・貢献することができる。



各選択肢について、大学生活を通じて（入学時から卒業時に至るまで）の成長や成果

462

418

387

391

286

353

456

343

383

436

459

458

352

318

388

263

397

457

208

442

479

466

510

511

380

503

459

447

446

465

429

426

511

386

431

387

522

433

431

462

41

88

81

75

235

118

64

163

129

82

79

81

116

219

130

256

58

78

253

75

16

26

20

21

97

24

19

45

40

15

31

33

19

75

49

92

21

30

106

19

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

A. 一般的な知識や教養

B. 専門的な分野に関する知識・技能

C. 論理的思考や批判的思考力

D. 判断力

E. 語学力

F. 情報リテラシー(情報活用力)

G. 文章表現力(レポート作成等)

H. ディスカッション力

I .  発表やプレゼンテーション力

J.  主体性(自分自身で考えて行動できる)

K. コミュニケーション力

L. チームワーク(他人と協力して物事を遂行できる)

M. 分析や問題解決力

N. 国際的視野や異文化理解

O. チャレンジ精神

P. リーダーシップ

Q. 人間性や倫理観

R. 自己管理力(スケジュール管理や感情コントロール等 )

S. キリスト教に関する親しみ・理解

T. 学び続ける姿勢

成果を実感している どちらかといえば成長を実感している どちらかといえば成長を実感していない 成長を実感していない

p.27



5. 進路について

（１）進路先について、1つ選択してください。

（２）進路先の業界や分野を1つ選択してください。

（３）決定した採用コースを1つ選択してください。

（４）決定した職種を1つ選択してください。

（５）進路先（進学も含む）に関する現在の満足度について、最も近いものを選択してください。

（６）卒業後の居住予定地（進学も含む）について、最も近いものを選択してください。

（７）進路を選択するうえでの影響度に関し、各項目についてどのくらい当てはまるか、選んでください。

p.28
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114

48 38
2 7 3

42 28
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100
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◼ 民間企業は、回答者の73％

◼ 教員を除く公務員は、回答者の12%

◼ 教員は、回答者の5%

進路先について

p.29



◼ 進路先の業界や分野

◼ ①金融（銀行・証券・保険）、②情報通信・情報サービス、③教育・学習支援の順に多い

進路について
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決定した採用コース

310

192 197 195

104

0

50

100

150

200

250

300

350

決定した職種

◼ 決定した採用コース

◼ 全国型総合職は、回答者の31.6％

◼ 地域限定総合職と一般職は同程度（約20%）

進路について

p.31

232

107

60
47

12

28
17

198

223

0

50

100

150

200

250

◼ 決定した職種

◼ 営業職が最も多い、次いで、接客・販売、SE・プログラマーが多い

◼ 特に職種が決まっていない学生も一定数存在（22.7%)



進路先満足度

58%

35%

6%

1%

満足

どちらかといえば満足

どちらかといえば不満

不満

◼ 進路先（進学も含む）に関する現在の満足度

◼ 「満足」および「どちらかといえば満足」という回答者は、94.4%

進路について

p.32

卒業後の居住予定地

福岡県

58%

東京都

11%

まだ決まっていない

7%

熊本県

3%

佐賀県

3%

大阪府

3%

神奈川県

3%

大分県

2%

長崎県

2%
広島県

1%

海外

1%

上記以外の都

道府県

6%

福岡県 東京都 まだ決まっていない 熊本県 佐賀県 大阪府 神奈川県 大分県 長崎県 広島県 海外 上記以外の都道府県

◼ 卒業後の居住予定地

◼ 福岡県に居住予定の回答者は、58%

◼ 福岡県に次いで、東京都（11%）、熊本県（3%）、佐賀県
（3%）、大阪府（3%）



◼ 「強く影響した」と回答した項目のトップ3は、①勤務地②福利厚生③勤務形態

◼ 能力主義や個人裁量の影響度は比較的小さい

進路を選択するうえでの影響度

460

209

406

320

582

480

576

441

185

398

367

400

356

264

359

306

396

387

104

383

157

270

118

120

79

123

380

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１．やりがい

２．個人裁量の多さ

３．成長環境

４．知名度

５．勤務地

６．勤務形態

７．福利厚生

８．給与額

９．能力主義

強く影響した

判断材料の１つとなった

関係なかった（気にしなかった）

p.33



６.西南学院大学に対する思いについて

（１）西南学院大学に対する思い（帰属意識等）について、最も近いものを一つ選択してください。

（２）その理由を教えてください。

p.34



◼ 「とても愛校心がある」及び「どちらかといえば愛校心がある」という回答者は、約77%

◼ 「特に何も思わない」という回答者は、約28%

西南学院大学に対する思い（帰属意識等）

とても愛校心があ

る

22%

どちらかといえば愛

校心がある

48%

特に何も思わない

28%

どちらかといえば好意

的な思いは持ってい

ない

1%

好意的な思いは持って

いない

1%

p.35



７. 西南学院大学の卒業生への
取り組みについて

（１）西南学院大学の卒業生への取り組みに関する次の項目それぞれについて、期待しているものを選択してください。

（２）卒業生への取り組みに関して、上記の項目や上記以外の事項で何か要望があれば、記入してください。

p.36



180

253

56

510

292

290

121

11%

15%

3%

30%

17%

17%

7%

0 100 200 300 400 500 600

大学広報誌の発送

WEBサイト等を通じた大学情報の提供

ホームカミングデーの招待

図書館や百年館等の大学諸施設の利用便宜

卒業生へのキャリア支援形成

生涯学習プログラム（公開講座等）の提供

同窓会の運営支援

西南学院大学の卒業生への取り組みに関する次の項目それぞれについて、期待しているものを選択してください。

p.37


